
埼玉県済生会加須病院（所在地：加須市上高柳1680番地  院長：長原光）は、当院を管轄する埼玉東部消防組合（所
在地：埼玉県久喜市上早見 396 番地  管理者：久喜市長 梅田修一）とドクターカーの運用について覚書を締結し、
9月から試験運用を開始します。
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ワークステーション型ドクターカーの試験運用を開始
当院と救急隊の連携を図り、より質の高い救急医療を提供

当院は、2022年 6月の新築移転と同時に、利根保健医療圏で初めてとなる「救命救急センター」に指定されました。
さらに県内初の「常駐型救急ワークステーション（埼玉東部消防組合 加須署）※1 」が併設されています。当院と救
急隊の連携を図り、より質の高い救急医療を提供すべく、ワークステーション型ドクターカーを運行する運びと
なりました。

（※１）常駐型救急ワークステーションについて

当院に併設する常駐型救急ワークステーションは、24 時間 365 日、埼玉東部消防組合所有の救急車と救急隊
員（救急救命士含む）が待機しています。通常の救急出動体制を維持しながら病院研修（ER研修）を行っており、
救急隊員の知識や技術の向上を目的とする施設です。

本件に関する報道機関からのお問合せ先：
埼玉県済生会加須病院　経営企画課（蓬田）　TEL：0480-70-0888（代）　Email：kouhou@saikazo.org
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ワークステーション型ドクターカーについて

消防署が所有する救急車（高規格救急車）に必要に応じて当院の医師・看護師が同乗して、救急現場に出動す
ることで、緊急度や重症度の高い患者さんを病院外で早期に診療開始ができ、救命率の向上や後遺症の軽減が
期待できます。当地域における患者さんに良質な医療を提供することで、プレホスピタル・ケア（病院前救護
体制）の充実強化が図れます。

本件に関する報道機関からのお問合せ先：
埼玉県済生会加須病院　経営企画課（蓬田）　TEL：0480-70-0888（代）　Email：kouhou@saikazo.org
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① 医師による、医療介入・決定的治療までの時間短縮
　 現場での治療完結、介入による状態悪化の回避（例：抗けいれん薬投与、外傷性出血性ショックの緊急輸血）

＜ドクターカーの目的＞

② 救急隊では不可能な高度な医療の提供
　 気管挿管、止血剤などの薬剤投与、人工呼吸管理など、医師による高度な医療の提供

③ 治療方針決定の前倒し
　 病院前の段階で傷病者に接触し、可能な限りの処置や情報共有行い、早期治療につなげる

当院と埼玉東部消防組合で取り決めた「医師要請基準（※）」に基づき、消防指令センターの要請で出動します。
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（※）医師要請基準
【成人・小児共通キーワード】
救出困難事案／多数傷病者発生事案／火災による傷病者発生事案
著しい呼吸困難を伴い心肺停止に陥る可能性があると判断した場合
重症外傷／目撃のある心肺停止状態の傷病者／アナフィラキシー

【小児（15 歳未満）専用キーワード】
心肺停止／生後 3ヵ月未満で頻呼吸、ぐったり（虚脱）症状がある場合
けいれん（泣いてる「気道が開通している」場合は除く）／持続する意識障害
チアノーゼ／溺水（水難救助含む）事案

１．119 番入電時に通信指令担当がキーワードに定める内容を覚知した場合

２．現場の指揮官が医師による医療行為等が必要と判断した場合

３．救急ワークステーションにおいて救急ワークステーション担当又は
　   救急隊長が医師による医療行為が必要と判断した場合



埼玉県済生会加須病院 救命救急センターについて

埼玉県済生会加須病院 救命救急センターは、2022 年 6 月の
移転と同時に「救命救急センター」に指定されました。県内で
11 ヵ所目、利根保健医療圏で初めての救命救急センターで
す。入院を要する二次救急をはじめ、急性心筋梗塞や脳卒中・
重度の外傷などの三次救急を専門としており、救急医療の最
後の砦として救急患者を 24 時間体制で受け入れます。

本件に関する報道機関からのお問合せ先：
埼玉県済生会加須病院　経営企画課（蓬田）　TEL：0480-70-0888（代）　Email：kouhou@saikazo.org
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当センターでは、常時救急科専門医が常駐しています。他科の専門治療が必要なもの
は、各科の協力のもとで治療を行っています。専攻医や初期研修医とともに、地域救急
医療に貢献すべく、24 時間 365 日途絶えることなく医療の提供に努めてまいります。
「常駐型救急ワークステーション」を併設している強みを活かし、地域の救急隊とも連
携し重篤患者を早期医療に結びつけ、救命率の向上を目指してまいります。

速水 宏樹（救命救急センター長）
救急科専門医 /集中治療専門医 /外傷専門医 /熱傷専門医 /整形外科専門医（四肢・骨盤・脊椎外傷）

救命救急センター責任者より

埼玉県済生会加須病院について

名　　称
所  在  地
指定病院
病  床  数
開  院  日
診療科目

社会福祉法人　　済生会支部 埼玉県済生会加須病院
〒347-0101 埼玉県加須市上高柳 1680 番地
救命救急センター、地域医療支援病院、災害拠点病院、第二種感染症指定医療機関、臨床研修病院
304 床
2022 年（令和 4年）6月 1日

恩賜
財団

内科、呼吸器内科、消化器内科、脳神経内科、糖尿病・内分泌内科、腎臓内科、漢方内科、血液内科、
循環器内科、小児科、外科、呼吸器外科、乳腺外科、心臓血管外科、脳神経外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、
眼科、皮膚科、整形外科、形成外科、救急科、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、放射線科、麻酔科


